[bookmark: _GoBack]抄録構成例
以下内容をご参考いただき、抄録をご作成ください。
【各章名】および字数は参考です。必ずこの分量にしなければならないというものではありません。

1． 通常の研究発表
【背景】（約100字）
· 臨床・教育・制度上の課題
· 既存研究や従来方法の限界
· 義肢装具分野での位置づけ
【目的】（約50字）
· 本研究で明らかにしたいことを1文で「〜を検討する」「〜を明らかにする」
【方法】（約200字）
· 対象（人数、疾患・切断レベル、装具種）
· 研究デザイン（比較、介入、観察）
· 評価項目・測定時期
【結果】（約200字）
· 数値・傾向を中心に記載
· 統計処理の有無
· 主観評価を入れる場合は補足的に
【考察】（約200字）
· 結果の意味づけ
· 先行研究との比較
· 本研究から言えること
· 限界（簡潔に）
【課題・（今後の）展望】（約50字）
· 臨床・教育・今後研究への示唆

2． 症例報告
【背景】（約100字）
· 同様症例の少なさなどの特殊性
· 義肢装具の選択や設計上の課題
【症例】（約150字）
· 年齢・性別（匿名化）
· 疾患名・障害像
· 義肢装具処方に至った経緯
· 個人特定につながる記載は避ける
【装具内容】（約200字）
· 義肢装具種別
· 設計上の工夫点
· 材料・構造の特徴
【適合時評価】（約150字）
· 装着直後または短期評価
· フィッティング確認内容
· 使用者・療法士の所見
【考察】（約100字）
· 本症例で得られた知見
· 同様症例への応用可能性
【まとめ】（約100字）
· 症例報告としての意義
· 今後の観察・検討課題

3． 技術報告（装具設計・製作技術）
【背景】（約100字）
· 従来技術の問題点
· 現場でのニーズ
【目的】（約50字）
· 開発・改良した技術の狙い
【技術・方法】（約250字）
· 設計思想
· 製作工程
· 使用材料・機器
【工夫点】（約150字）
· 既存技術との差異
· 現場での利点
【使用結果】（約150字）
· 製作者・使用者の反応
【今後の課題】（約100字）
· 改良点
· 評価方法の展望

4． 調査報告（アンケート・実態調査）
【背景】（約100字）
· 調査の必要性
· 現状把握の不足
【目的】（約50字）
· 調査で明らかにする項目
【調査方法】（約200字）
· 対象（職種・人数）
· 調査方法（質問紙等）
· 実施期間
【結果】（約250字）
· 回収率
· 主な傾向
· 代表的数値
【考察】（約150字）
· 結果の解釈
· 実務・教育への示唆
【課題・（今後の）展望】（約50字）
· 臨床・教育・今後研究への示唆

